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事
前
の
安
全
対
策

●
気
象
情
報
に
注
意
す
る
。

●
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
確
認
し
て
お
く
。（
①
吉

野
川
市
防
災
マ
ッ
プ
）

●
高
齢
者
、障
害
者
等
、災
害
時
に

支
援
が
必
要
な
方
々
の
避
難
や
連

絡
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く
。

（
②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳
）

家
の
外
の
準
備

●
屋
根
、
煙
突
、
ア
ン
テ
ナ
、
看

板
、
板
塀
な
ど
の
点
検
・
補
強
を

し
、
物
干
し
な
ど
飛
散
の
危
険
が

高
い
物
は
室
内
に
取
り
込
む
。

●
側
溝
の
ご
み
や
土
砂
を
取
り
除

き
、
雨
水
の
排
水
を
よ
く
す
る
。

家
の
中
の
準
備

水
や
食
料
、
非
常
用
持
ち
出
し

袋
を
準
備
し
、
枕
も
と
や
ベ
ッ
ド
の

下
、
玄
関
な
ど
に
置
い
て
す
ぐ
持
ち

出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
あ
な
た
の
お
家
は
、
準
備
で
き

て
い
ま
す
か
？

□
の
部
分
に
レ
を
い
れ
て
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト

ル
×
３
日
分
）

□
食
品
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

缶
詰
、
カ
ン
パ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

□
貴
重
品
（
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

現
金
な
ど
）

□
救
急
医
薬
品

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
安
全
帽
・
防
災

ず
き
ん
・
布
製
ガ
ム
テ
ー
プ

□
軍
手
（
厚
手
の
手
袋
）・
雨
具

□
衣
類
・
下
着
・
毛
布

□
懐
中
電
灯
・
予
備
電
池
・
笛

□
携
帯
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

□
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
・
ロ
ー
ソ

ク
（
水
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
お
く
）

□
筆
記
用
具

□
新
聞
紙
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
ラ
ッ
プ
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

□
ミ
ル
ク
・
哺
乳
び
ん
・
紙
お
む

つ
（
乳
児
用
）

●
生
活
用
水
の
確
保

断
水
を
想
定
し
て
、
お
風
呂
は

次
に
入
る
ま
で
抜
か
な
い
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
を
守
る

強
風
や
雨
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
ガ
ラ
ス
窓
に
テ
ー
プ
を
張

り
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を

し
め
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
の
所
在
を
確
認

外
出
し
て
い
る
家
族
ら
に
連
絡
を

と
り
、所
在
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
と
き
、日
ご
ろ
か
ら
家
族
の
役

割
分
担
や
連
絡
方
法
、避
難
場
所
や

避
難
方
法
を
家
族
で
話
し
合
い
、災
害

時
の「
わ
が
家
の
決
ま
り
ご
と
」な
ど

を
作
っ
て
お
く
と
と
て
も
便
利
で
す
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら
！

●
台
風
情
報
に
注
意

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

気
象
台
か
ら
の
情
報
、
注
意
報
、

警
報
、
大
雨
情
報
も
こ
ま
め
に
確

認
し
て
、
つ
ね
に
最
新
情
報
を
入

手
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
③

吉
野
川
市
防
災
メ
ー
ル
、
④
河
川

監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
）

河
川
や
海
の
近
く
で
は
、川
の
水

位
、港
の
潮
位
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

●
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

山
の
斜
面
な
ど
は
、
大
量
の
雨

で
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
ま
す
。
山

崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
注
意
が

必
要
で
す
。
海
岸
に
も
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
む
や
み
に
外
に
は
出
な
い

海
や
川
の
そ
ば
に
い
な
く
て
も
、

雨
で
増
水
し
た
川
や
側
溝
、
冠
水

し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
で
、
転
落

事
故
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
暴
風

雨
や
豪
雨
で
屋
外
が
危
険
な
と
き

は
、
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
避
難
の
勧
告
や
指
示
が

あ
っ
た
場
合
は
、
迅
速
に
指
示
の

避
難
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
は
！

○
ガ
ス
、
お
風
呂
の
種
火
、
タ
バ

コ
の
火
な
ど
、
消
し
忘
れ
は
大
丈

夫
？

○
行
動
し
や
す
い
服
装
で
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
底
の
丈
夫
な
運
動
靴
、

手
袋
な
ど
を
用
意
し
て
。

●
持
ち
物
は
必
要
最
小
限
に
！

○
荷
物
は
非
常
用
持
ち
出
し
袋
な

ど
、
必
要
最
小
限
に
。

○
両
手
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
、

荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

て
！

○
洪
水
な
ど
、
足
元
の
安
全
を
確

か
め
な
が
ら
歩
け
る
長
い
棒
も
あ

る
と
便
利
。

●
避
難
の
と
き
は
み
ん
な
一
緒
！

○
一
人
で
は
な
く
、
ご
近
所
の
人

た
ち
と
集
団
で
、
指
定
さ
れ
た
近

く
の
避
難
所
へ
。

○
避
難
の
際
は
、
危
険
な
場
所
に

は
絶
対
近
づ
か
な
い
！

○
川
の
水
位
、
港
の
潮
位
に
も
注

意
し
て
！

○
お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人
、

病
人
な
ど
の
避
難
に
は
、
み
ん
な

で
協
力
を
。

わわ
がが
家家
のの
防防
災災
対対
策策

台台
風風
・・
水水
害害
・・
土土
砂砂
災災
害害
にに
備備
ええ
よよ
うう
！！

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
相
次
ぐ
台
風
の
発
生
や
記
録
的
な
集
中
豪
雨
が

起
き
て
い
ま
す
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
家
族
み
ん
な
で
防
災
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
2011年（平成23年）8月10日
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市
か
ら
の
防
災
情
報
！

①
吉
野
川
市
防
災
マ
ッ
プ

災
害
時
に
、
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
で
は
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
よ

い
か
、
ど
こ
が
危
険
個
所
な
の
か

を
確
認
で
き
ま
す
。「
洪
水
編
」

と
「
土
砂
災
害
・
地
震
災
害
編
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課

�
�
２
２
３
５

②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
と
、

そ
の
人
を
支
援
す
る
人
（
地
域
支

援
者
）
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、

災
害
時
に
備
え
ま
す
。
台
帳
に
は

要
援
護
者
の
住
所
、
氏
名
等
の
個

人
情
報
を
登
録
し
、
災
害
時
に
地

域
支
援
者
、
自
主
防
災
組
織
、
民

生
・
児
童
委
員
な
ど
の
方
に
最
小

限
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課

�
�
２
１
１
１

③
吉
野
川
市
防
災
メ
ー
ル

台
風
や
地
震
な
ど
で
本
市
に
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き

に
、
災
害
の
状
況
な
ど
の
情
報
を

皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
メ
ー
ル
で
送
り
ま
す
。
登
録
は

無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル
受
信
に
か

か
る
通
信
料
な
ど
は
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、
空

メ
ー
ル（
文
字
を
何
も
入
れ
て
い
な

い
メ
ー
ル
）を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

K
iku@

city.yoshinogaw
a.lg.jp

※
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
方

m
ail@

city.yoshinogaw
a.lg.jp

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ

う
に
、
携
帯
電
話
な
ど
の
設
定
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課

�
�
２
２
３
５

④
河
川
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

は
ん
ら
ん
の
恐
れ
の
あ
る
市
内

７
カ
所
の
河
川
に
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
現

在
の
水
位
等
を
確
認
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課

�
�
２
２
３
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

東東
日日
本本
大大
震震
災災

被被
災災
地地
レレ
ポポ
ーー
トト

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

地
支
援
の
た
め
、
吉
野
川
市
に

お
い
て
も
４
月
８
日
〜
７
月
２２

日
ま
で
、
通
算
１３
回
、
計
１５
人

の
職
員
を
被
災
地
へ
派
遣
し
て

い
ま
す
。

関
西
広
域
連
合
宮
城
チ
ー
ム

（
第
１５
陣
）
の
一
員
と
し
て
宮

城
県
石
巻
市
に
派
遣
し
た
職
員

の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

６
月
２４
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で

の
１０
日
間
、
関
西
広
域
連
合
宮
城

チ
ー
ム
と
し
て
、
宮
城
県
石
巻
市

で
支
援
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
徳
島
県
職
員
２
人

と
本
市
職
員
２
人
の
計
４
人
で
、

「
災
害
援
護
資
金
貸
付
」
と
「
災

害
障
害
見
舞
金
」
の
受
付
業
務
を

担
当
し
ま
し
た
。

事
前
に
、
市
内
を
視
察
し
ま
し

た
が
、
派
遣
時
期
が
、
震
災
後
３

か
月
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

市
役
所
周
辺
で
は
、
電
気
、
水
道

な
ど
も
復
旧
し
て
お
り
、
一
部
の

商
店
が
再
開
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
沿
岸
部
で
は
、
道
路
脇

に
が
れ
き
が
積
ま
れ
、
建
物
は
柱

も
な
く
、
基
礎
し
か
残
っ
て
い
な

い
状
態
の
物
が
多
く
、
震
災
被
害

の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
業
務
で
は
、
家
屋
の
損

壊
や
負
傷
の
程
度
に
よ
り
貸
付
金

額
等
が
変
わ
る
た
め
、
被
災
者
か

ら
聞
き
取
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
感
情
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、

対
応
に
は
特
に
配
慮
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

話
を
聞
い
て
い
る
時
に
、
災
害

当
時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
、
涙
ぐ

む
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
々
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
再

建
に
向
け
て
前
向
き
で
、
将
来
を

熱
く
語
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
後
３０
年
以
内
に
約
６０
％
の
確

率
で
南
海
地
震
が
発
生
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
日
に
で
も

発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
災

害
時
に
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

避
難
経
路
・
避
難
場
所
の
再
確
認

や
非
常
用
品
の
備
蓄
等
、
日
ご
ろ

か
ら
の
備
え
が
大
切
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

（
環
境
企
画
課

佐
藤
弘
之
・
企

画
財
政
課

尾
形
太
郎
）

石巻市沿岸部の様子①

受付業務の様子石巻市沿岸部の様子②
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広報よしのがわ３



合併処理浄化槽について
合併処理浄化槽とは、し尿のほか、風呂や台所などから出る生活排水をいっしょに処理する能力を持っ

た浄化槽です。
水質保全は市民の生命と生活を守る上できわめて重要な課題であり、汚れの主な原因である家庭からの

生活排水は早急な対応を求められています。その対策として、生活排水を下水道と同程度の処理性能で処
理するのが合併処理浄化槽です。

浄化槽の維持管理について
浄化槽は、日頃の適切な使用や維持管理を怠ると機能が十分に発揮されずに汚れた水を排出することに

なり、自然環境を汚染する危険性を併せ持っています。
浄化槽の設置者には、法律で３つの義務が規定されています。これにより、浄化槽放流水の水質は確保

され、適正に管理された浄化槽の放流水は、水質の改善に大きく貢献します。
１．保守点検（保守点検業者）

浄化槽の点検、調整またはこれらに伴う修理をする作業であり、放流水の消毒、空気量の調整、機器
類の調整と修理等。保守点検は、処理方式や規模によって実施回数が規定されています。一般家庭用の
浄化槽では、４カ月に１回以上必要です。

２．清 掃（清掃業者）
槽内に生じた汚泥、スカム（槽の表面に浮上した固形物や油脂分の集まったもの）等の引き出し、そ

の引き出し後の槽内の洗浄、掃除。使用人員や使用状況により異なりますが、通常、年１回は必要です。
３．法定検査（指定検査機関※）

放流水質が国で示されている基準を満たしているかを中心に、外観検査・書類検査を行い、不備があ
る場合には、原因を追及し、改善を促すものです。
※徳島県では、公益社団法人 徳島県環境技術センターが県の指定検査機関として法定検査を行って
います。

浄化槽設置の補助について
市では、生活排水による水質汚濁を防止するため、合併処理浄化槽を設置される方に、予算の範囲内で

補助金を交付しています。
●対象となる地域

１．公共下水道事業の認可区域以外の区域
２．農業集落排水事業の事業区域以外の区域

●補助対象者
専用住宅または床面積の２分の１以上が住居用建物で浄化槽を設置しようとする方。

●申請方法
補助金の申請は、市環境企画課で４月１日から１２月２８日までの間、随時受け付けています。
浄化槽の設置は保健所への届け出が必要となりますので、浄化槽工事の施工業者とご相談のうえ、提

出してください。
申請書は浄化槽工事予定日の一週間前までに提出してください。事前着工している浄化槽は補助の対

象にはなりません。

●補助金額（平成２３年度）

※１０人槽は、二世帯住宅に限る。

●問い合わせ 市環境企画課 ��2230

自然にやさしい合併処理浄化槽で、
きれいな川や海を未来へ残そう！

＊転換以外の新設
補 助 金 額
１６５，０００円
２０７，０００円
２７３，０００円

人 槽 区 分
５人槽
６～７人槽
８～１０人槽（※）

＊くみ取り式および単独槽からの転換
補 助 金 額
３３２，０００円
４１４，０００円
５４８，０００円

人 槽 区 分
５人槽
６～７人槽
８～１０人槽（※）

４
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《排水設備のしくみ》

分流式 排水設備工事
（個人が設置し管理する）

公 共 下 水 道
 （市が設置し管理する）

～～公公共共下下水水道道のの供供用用開開始始区区域域内内にに建建物物をを所所有有さされれてていいるる方方へへ～～

下下水水道道へへのの接接続続ににごご協協力力くくだだささいい！！
公共工事として道路等に下水道管が埋設され、戸別に「公共ます」が設置されましたら、下水道の供用

開始（※）が公示されます。ここからは、民間工事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風呂場などか
らの排水を流せるように「公共ます」につなぎ込み（接続）ができますので、遅滞なく（正当な理由がな
い限り直ちに）接続してください。
市の助成制度（奨励金、利子補給など）が受けられる間に、ぜひとも速やかな接続をお願いします。
※下水道の供用開始とは……排水設備を下水道に適切に接続すれば、汚水を自然環境に負荷をかけない

水質基準まで処理できるように流せる状態になることです。

～～９９月月１１００日日はは『『下下水水道道のの日日』』でですす～～
私たちが健康で文化的に生活するには、住居や職場での衛生的で利便性が高い快適な空間の確保が求め

られます。下水道は、居住環境の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や用水路などの水質を保全し、
地域の自然環境や生態系を恒久的に保護するために欠かせない施設です。
吉野川市においても、良質で豊かな水を大切な資源として利活用できる持続可能な循環型社会の形成が

急がれます。今後の下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。
なお、平成２２年度末の吉野川市の下水道普及率は、４４．７％です。全国平均は７３．７％（徳島県平均は１３．９％

で全国ワースト１）です。

●問い合わせ 市下水道課 ��3399
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接続工事は市が指定した工事店でないとできないことになって
います。必ず、指定工事店に依頼して施工してください。
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●問い合わせ 税務課 課税第２係 ��2215

国民健康保険税の非自発的失業に係る軽減について

倒産や解雇などの非自発的な失業で、今後国民健康保険に加入される方や、国民健康保険に加入してい
る方が次の要件を満たしている場合は、申請により一定期間国民健康保険税が軽減されます。

軽減の対象要件は

次のすべてに該当される方が、軽減の対象者となります。
①離職日が平成２１年３月３１日以降の方
②失業の時点で、６５歳未満の方
③ハローワークにて諸手続を済ませ、求職活動されている方
④『雇用保険受給資格者証』の「離職理由」欄に記載された離職理由コードが次に該当される方
特定受給資格者（１１・１２・２１・２２・３１・３２）
特定理由離職者（２３・３３・３４）

軽減の期間は

離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末までとなります。
（※離職日が平成２１年３月３１日～平成２２年３月３０日の場合は、平成２２年度のみの軽減となります。）

軽減の内容は

対象者の前年中の給与所得を１００分の３０として算定します。
（対象者の給与所得以外の所得や他の被保険者の給与所得は対象となりません。）

手続きに必要なものは

①印鑑 ②雇用保険受給資格者証 をご持参ください。

国民健康保険税の減免について

平成２３年度より、国民健康保険税の減免要綱が施行されました。
世帯主またはその世帯に属する被保険者が、下記の事由に該当すると国民健康保険税が
減免される場合があります。（所得・預貯金等の額が一定要件を満たす必要があります。）

①震災・風水害・火災その他これらに類する災害による甚大な損害を受けた場合
（前年合計所得金額が１，０００万円を超える場合は、対象となりません。）

②児童扶養手当の支給を受けている場合または重度心身障害者等に対する医療費の助成を
受けている場合
（前年合計所得金額が４００万円を超え、かつ預貯金の合計額が（申請時に預貯金の額を証する証明書
の提出が必要）一定額を超える場合は対象となりません。）

③倒産もしくは非自発的失業（上記以外）、倒産、負傷、疾病または死亡により生活困窮
と認められた場合
（前年合計所得金額が４００万円を超え、かつ預貯金の合計額が（申請時に預貯金の額を証する証明書
の提出が必要）一定額を超える場合は対象となりません。）

④収容または拘禁されていた期間がある場合

※世帯主および被保険者の合計所得金額に応じて、均等割額と平等割額の「７割・５割・２割」軽減を
受けている場合には、独自減免の減免額から「７割・５割・２割」軽減額を除いた額が対象となり、
軽減と減免制度を重複して受けることはできません。

それぞれの事由により、申請に必要な書類が異なりますので、詳しくは税務課 課税第
２係までお問い合わせください。

６
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そそのの４４

総合計画後期基本計画をシリーズで紹介します。

④豊かな人間性をはぐくむ地域をめざして（概要）

○学校教育の充実
「総合的な学習の時間」について、地域素材の教材

化や「吉野川市学校支援人材バンク」制度による学校
のニーズに応じた幅広い地域人材の登用など積極的な
取り組みを進め、児童・生徒に自ら考える力を育成す
るとともに、問題解決する態度、自分のあり方や自己
の生き方を考える指導の充実に努めます。
また、将来を担う子どもたちに、より望ましい教育

環境を整えるため、中・長期的な展望に立ち、小規模
化している小・中学校の適正規模・適正配置に配慮し
つつ、再編について具体的な内容を検討します。

○青少年の健全育成
青少年の健全育成のため、家庭・学校・地域間の連

携強化に努めるとともに、地域ぐるみ、住民ぐるみに
よる青少年の健全育成を推進します。
また、青少年のさまざまな問題に対して、初期の段

階で未然に防止できるよう児童相談所など関係機関と
の連携強化を図るとともに、市青少年育成補導セン
ターにおいて青少年の生活相談や助言指導を行います。

○生涯学習の推進
これまで地域社会で行われてきた行事など、幼児か

ら高齢者まで幅広い世代が参加できる交流機会づくり
に努めながら、講座や教室などに広く住民が参加でき
るよう広報に努めるとともに、開催時間や定員につい
て検討します。

○文化振興及び文化遺産の保存と活用
自ら創作活動、表現活動ができるよう文化講座の充

実を図ります。
また、市にある重要な文化財を保護し、後世に残し

ていくため、保存修理や史跡などの整備に努め、住民
に身近なものとするため、歴史学習の場、憩いの場と
なるような史跡などの活用を図ります。

○スポーツの振興
老若男女を問わず誰もが気軽にスポーツ活動に参加

できる軽スポーツやニュースポーツの普及と促進によ
り、生涯スポーツの振興を図りながら、各人のスポー
ツへの関わりに継続性を持たせていく中で、スポーツ
リーダーや競技・種目ごとのリーダーを確保し、育成
していきます。

○個人・人権の尊重
地域社会、学校、企業などにおいて人権啓発の体制

づくりを行い、人権を尊重しあえる意識の高揚を図り
ます。
また、毎月実施している人権相談日の有効活用を図

り、相談内容に応じて関係機関と連携を密にして人権
擁護に努めます。

○男女共同参画社会の推進
男女共同参画基本計画に定められた政策・方針決定

過程への女性の参画の拡大、男女の人権の尊重、男女
共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し、家
庭生活における活動と他の活動の両立、男女の生涯に
わたる健康支援と性の理解などを主要課題として施策
の方針に沿って、具体的な取り組みを進めます。
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総合計画後期基本計画は、ホームページでご覧いただけます。 http : //www.city.yoshinogawa.lg.jp/
●問い合わせ 市企画財政課 企画政策係 ��2221

2011年（平成23年）8月10日

広報よしのがわ７



国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
お

得
で
す

口
座
振
替
を
利
用
す
る
に
は

●
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
申

出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押

印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
、

市
役
所
窓
口
ま
た
は
徳
島
北
年
金

事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

前
納
の
申
し
込
み

●
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
申
し
込

み
の
１
年
分
お
よ
び
上
期
６
カ
月

分
（
４
〜
９
月
分
）
は
毎
年
２
月

末
ま
で
に
、
下
期
６
カ
月
分
（
１０

月
〜
翌
年
３
月
分
）
は
８
月
末
ま

で
に
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
２３
年
度
の
１
年
分
お
よ
び

上
期
６
カ
月
分
は
、
受
け
付
け
を

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

●
現
金
納
付
に
よ
る
前
納
は
、
１

年
分
・
６
カ
月
分
だ
け
で
は
な
く
、

任
意
の
月
分
か
ら
年
度
末
ま
で
の

分
を
前
納
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

そ
の
場
合
は
、
専
用
の
納
付
書
が

必
要
で
す
の
で
、
市
役
所
窓
口
ま

た
は
徳
島
北
年
金
事
務
所
ま
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

�
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課

国
民
年
金
係

�
�
２
２
１
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
Ｄ
Ｖ
の
相
談
ナ
ビ
」

～
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
～

家
庭
の
中
で
起
こ
る
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
は
、
夫
婦
と
い
う
関
係

の
間
の
暴
力
で
あ
る
た
め
、
潜
在

化
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害

に
悩
ん
で
い
る
方
が
、
身
近
な
相

談
窓
口
の
存
在
を
知
り
、
相
談
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
相

談
窓
口
の
電
話
番
号
を
音
声
ガ
イ

ド
で
案
内
す
る
「
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ

ビ
」
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
「
フ
レ
ア
と
く
し
ま
」（
徳

島
県
立
男
女
共
同
参
画
交
流
セ
ン

タ
ー
）
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ご
相
談
、
ご
予
約
は
電
話
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

�
０
８
８
（
６
２
６
）
６
１
８
８

（
フ
レ
ア
徳
島
相
談
室
）

※
電
話
相
談

●
実
施
日

月
、
水
、
木
、
金
、

土
（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
が
休
み
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時

※
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
（
予

約
制
）

弁
護
士
が
離
婚
、
相
続
、
土
地

家
屋
な
ど
の
法
律
的
な
問
題
の
相

談
を
、
１
人
３０
分
以
内
で
お
受
け

し
ま
す
。

●
対
象

女
性

●
実
施
日

毎
月
第
２
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

※
女
性
の
た
め
の
面
接
相
談
（
予

約
制
）

●
対
象

女
性

●
実
施
日

毎
月
第
１
・
３
・
４

木
曜
日
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
男
女
共
同
参
画
交
流

セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ア
と
く
し
ま
」

徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
１
（
ア

ス
テ
ィ
と
く
し
ま
内
）

（
火
曜
日
休
館
日
）

�
０
８
８
（
６
５
５
）
３
９
１
１

市
人
権
課

�
�
２
２
２
９

川
島
薬
草
園

ク
マ
ツ
ヅ
ラ

ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科

川
島
薬
草
園
に
あ
る
ク
マ
ツ

ヅ
ラ
は
、
山
野
、
路
傍
に
自
生

す
る
多
年
草
で
、
茎
は
四
角
形

で
直
立
し
、
全
体
に
細
か
い
毛

が
あ
り
ま
す
。
葉
は
対
生
し
、

葉
の
表
面
は
葉
脈
に
そ
っ
て
し

わ
状
と
な
り
、
裏
面
は
葉
脈
が

隆
起
し
て
い
ま
す
。

夏
か
ら
秋
に
枝
先
に
細
長
い

穂
状
花
序
を
作
り
紫
色
の
小
花

を
多
数
つ
け
ま
す
。

名
前
は
ク
マ
（
米
の
古
語
）

が
ツ
ヅ
ラ
（
連
続
）
し
て
い
る

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

全
草
を
一
日
１５
〜
２０
グ
ラ
ム

煎
じ
て
服
用
す
れ
ば
腎
炎
、
腎

臓
病
、
尿
痛
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、

吐
血
、
下
血
に
有
効
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
茎
葉
を
も
ん
で
患
部

に
貼
る
と
切
り
傷
、
腫
れ
物
に

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供

眞
鍋
佳
資
）

国
民
年
金
だ
よ
り

１年分※
割引額

－

６００円

１，４６０円
２，０４０円
３，２００円
３，７８０円

保険料額

１８０，２４０円

１７９，６４０円

１７８，７８０円
１７８，２００円
１７７，０４０円
１７６，４６０円

６カ月分※
割引額

－

３００円

７３０円
１，０２０円
－
－

保険料額

９０，１２０円

８９，８２０円

８９，３９０円
８９，１００円
－
－

１カ月分
割引額

－

５０円

－
－
－
－

保険料額

１５，０２０円

１４，９７０円

－
－
－
－

平成２３年度

毎月納付（納付書による現金
納付および翌月末振替の口座
振替）
毎月納付【早割】
（当月末振替の口座振替）
６カ月前納（現金納付）
６カ月前納（口座振替）
１年前納（現金納付）
１年前納（口座振替）

〈表紙写真〉

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

８
2011年（平成23年）8月10日
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お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

６
月
１０
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
お

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
で
は
、
毎
年
こ
の
季
節

に
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
お
花

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を
表
彰

６
月
６
日
、
徳
島
市
の
あ
わ
ぎ

ん
ホ
ー
ル
郷
土
文
化
会
館
で
行
わ

れ
た
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
第
５８
回
総
会
で
、
功
績
の
あ
っ

た
吉
野
川
市
人
権
擁
護
委
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

佐
野

久
子

（
鴨
島
町
）

◎
徳
島
地
方
法
務
局
長
表
彰

日
和
田
慈
泉

（
山
川
町
）

◎
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰

岡
田

年
弘

（
鴨
島
町
）

鈴
木

紘

（
鴨
島
町
）

◎
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
感
謝
状

藤
川

真
紀
（
市
人
権
課
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

６
月
２５
日
、
五
九
郎
ま
つ
り
で

法
啓
発
パ
レ
ー
ド
、
７
月
１
日
に

は
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
法

務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
と
、
市
内
で
広
報
車
に
よ
る
啓

発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱

６
月
２８
日
、
市
役
所
で
、
自
衛

官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
。
相
談
員
の
任
期

は
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自

衛
官
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
の
行

う
募
集
の
広
報
に
つ
い
て
の
援
助

を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
（
敬
称
略
）

山
下

智

（
鴨
島
町
）

瀬
尾

武

（
鴨
島
町
）

十
川

敬

（
川
島
町
）

椙
村

�
子

（
山
川
町
）

尾
�

暢
威

（
美

郷
）

吉
野
川
市
ブ
ラ
ン
ド

認
証
品
Ｐ
Ｒ
活
動

６
月
１９
日
、
名
古
屋
市
の
名
鉄

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
中
部
徳
島
県

人
会
の
総
会
に
参
加

し
、
吉
野
川
市
ブ
ラ

ン
ド
認
証
品
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
県
人
会
は
、

中
部
地
方
に
お
住
ま

い
の
徳
島
県
出
身
者
、

約
５
０
０
人
で
構
成
さ
れ
る
会
で
、

今
回
の
総
会
に
は
、
約
１
０
０
人

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

吉
野
川
市
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を

展
示
し
た
会
場
内
で
は
、
県
人
会

の
方
々
が
配
付
し
た
お
菓
子
を
試

食
し
た
り
、
商
品
を
手
に
と
っ
て

見
た
り
、
商
品
に
つ
い

て
質
問
し
た
り
と
大
変

に
ぎ

な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
懇
親
会
の
始

め
に
は
、
美
郷
の
梅
酒

を
乾
杯
に
お
使
い
い
た

だ
く
な
ど
、
吉
野
川
市

ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
を
幅
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

吉
野
川
市
ブ
ラ
ン
ド

認
証
委
員
会
開
催

６
月
２８
日
、
市
役
所
３
階
大
会

議
室
で
、
吉
野
川
市
ブ
ラ
ン
ド
認

証
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
市
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
る
特
産
品
に
、
市
の
ブ

ラ
ン
ド
認
証

を
付
与
す
る

た
め
の
審
査

を
行
う
会
で
、

申
請
の
あ
っ

た
４
品
目
に

つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
４
品
目
す

べ
て
が
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を
付
与
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
的
な
商
品

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ブ
ラ

ン
ド
認
証
が
決
定
し
ま
し
た
。

☆
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品

○
山
下
ぶ
ど
う
宝
石
箱

山
下
ぶ
ど
う
農
園（
川
島
町
学
）

○
本
皮
革
な
な
め
マ
ウ
ス
パ
ッ
ト

田
島
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社

（
山
川
町
湯
立
）

○
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

く
ゆ
な
農
園
（
美
郷
字
大
野
）

○
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

く
ゆ
な
農
園
（
美
郷
字
大
野
）

きれいな花を手に記念撮影

前列左から
十川さん、椙村さん、尾�さん、山下さん、瀬尾さん

法務大臣メッセージ伝達式

吉野川市ブランド認証品

吉野川市ブランド認証委員会

2011年（平成23年）8月10日
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商
工
会
合
併
協
定
書

調
印
式

６
月
２８
日
、
市
内
３
商
工
会
は
、

合
併
す
る
こ
と
を
定
め
た
合
併
基

本
協
定
書
調
印
式
を
市
役
所
で
行

い
、
３
商
工
会
の
会
長
が
出
席
し
、

市
長
、
県
商
工
会
連
合
会
会
長
の

立
ち
会
い
の
下
、
基
本
協
定
書
に

調
印
を
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
書
で
は
、
川
島
町
、
山
川

町
、
美
郷
の
３
商
工
会
が
解
散
し
、

来
年
４
月
１
日
に
新
商
工
会
を
設

立
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

６
月
２１
日
に
鴨
島
町
西
麻
植
の

坂
東
與
一
さ
ん
、
６
月
２２
日
に
鴨

島
町
喜
来
の
工
藤
ク
ニ
ヱ
さ
ん
、

７
月
１
日
に
鴨
島
町
山
路
の
真
口

信
子
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
市
や
県
か
ら
祝

い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

坂
東
さ
ん
は
、
若
い
と
き
に
は

マ
ラ
ソ
ン
を
し
た
り
野
球
を
し
た

り
、
よ
く
身
体
を
動
か
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
今
で
も
天
気
が
い
い

日
に
は
、
家
の
近
所
を
１
キ
ロ
ほ

ど
散
歩
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
長

寿
の
秘
訣
は
、
よ
く
運
動
を
す
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

工
藤
さ
ん
は
、
身
の
回
り
の
こ

と
は
何
で
も
自
分
で
し
て
い
る
そ

う
で
、
ご
飯
も
三
食
と
も
自
分
で

作
っ
て
食
べ
て
い
る
と
の
こ
と
。

週
に
２
回
ほ
ど
市
内
の
温
泉
に
出

か
け
る
の
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

真
口
さ
ん
は
、
若
い
頃
は
手
先

が
器
用
で
着
物
の
仕
立
て
の
仕
事

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
体
調
は

良
好
で
三
食
と
も
し
っ
か
り
食
べ
、

お
嫁
さ
ん
が
作
っ
た
甘
酒
が
大
好

き
で
、
毎
日
昼
と
晩
に
飲
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
３２
人
（
女
性
２９
人
男
性
３

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

五
九
郎
ま
つ
り

６
月
２７
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中

央
通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の
曽
我

廼
家
五
九
郎
の
至
芸
を
た
た
え
る

「
五
九
郎
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

市
連
合
婦
人
会
鴨
島
支
部
に
よ
る

五
九
郎
お
ど
り
、
鴨
島
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
金
管
バ
ン
ド
、
五
九

郎
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
五
九
郎
太

鼓
の
演
奏
や
交
通
安
全
母
の
会
の

交
通
安
全
お
ど
り
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
で

は
、
催
し
や
た
く
さ
ん
の
夜
店
を

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
守
ろ
う
よ

交
通
ル
ー
ル
と

自
分
の
命

盛

裕
貴
（
上
浦
小
学
校
６
年
）

�人 権 相 談�
川島庁舎人権擁護委員事務室
山川庁舎講堂
飯尾敷地コミュニティセンター

�行 政 相 談�
美郷庁舎２階会議室
山川庁舎１階１０１会議室
川島公民館会議室
市役所４階４０１会議室

�司法書士会による無料法律相談�
市役所１階相談室
市役所４階４０１会議室

１３：３０～１６：００
１３：３０～１６：００
１３：３０～１６：００

１３：００～１６：００
１０：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００

１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

８月１６日�
８月２３日�
９月８日�

８月１８日�
９月５日�
９月６日�
９月８日�

８月１９日�
９月１６日�平成２３年７月１日現在

市民のうごき

計１２，８８０人 男５，２７９人 女７，６０１人

外国人登録（前月比）

（－ ２）

（ ０）

（－ ２）

（－ ２）

３２７人

６１人

２６６人

３０５世帯

住民基本台帳（前月比）

（－ ２）

（－ ２）

（ ０）

（＋１１）

※６５歳以上人口

１７，５８４世帯

４４，７２４人

２１，２０５人

２３，５１９人

計

男

女

世帯数

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火 災

４件

１３件

救急出動

１３５件

７０６件

５
月

累
計

５
月

累
計

※
累
計
は
平
成
２３
年
１
月
か
ら
の
も
の

今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

第
２
期

納
期
限

８
月
３１
日
�

五九郎さんの服装で五九郎おどり

児童による金管バンド協定書を手に記念撮影

坂東與一さん真口信子さん 工藤クニヱさん

１０
2011年（平成23年）8月10日
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児
童
扶
養
手
当
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
等

で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
を
養
育
・
監
護
し
て
い
る

方
（
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
を
除
く
）
に
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、

請
求
を
し
な
い
と
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
お
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
や
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
方
の
所
得
に
よ
っ

て
は
手
当
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
過

去
に
所
得
が
高
く
て
手
当
が
支
給
停
止

さ
れ
る
か
ら
と
請
求
さ
れ
な
か
っ
た
方

で
も
、今
年
度
の
所
得
状
況
に
よ
れ
ば
手

当
が
支
給
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
は
、

両
親
が
い
る
場
合
で
も
、
児
童
扶
養
手

当
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
の
児
童
を
対
象
と
し

た
、そ
の
父
ま
た
は
母
が
受
け
て
い
る
障

害
年
金
の
子
加
算
と
配
偶
者
へ
の
児
童

扶
養
手
当
の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金

の
子
加
算
の
ど
ち
ら
を
受
け
る
か
に
つ

い
て
は
、平
成
２３
年
４
月
に「
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
届
け
出
に
よ

り
原
則
と
し
て
金
額
の
高
い
方
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課

児
童
福
祉
係

�
�
６
６
１
４

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提

出
に
つ
い
て

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

を
８
月
中
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
８
月
中
に
提
出
が
な
い

と
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

８
月
３１
日
�
ま
で
（
土
・

日
を
除
く
）

提
出
場
所

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）

持
参
物

印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ

印
不
可
）
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
平
成

２２
年
度
受
給
対
象
者
の
方
）

他
に
ご
家
庭
の
状
況
に
応
じ
必
要
な

添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課

児
童
福
祉
係

�
�
６
６
１
４

安
心
で
す
！
農
地
の
利
用
権
（
貸
し

借
り
）
設
定
申
し
出
を
受
け
付
け
中
！

農
地
の
利
用
権
設
定
の
受
け
付
け
を

８
月
２５
日
�
ま
で
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
、
貸
借
期
間
を
設
定
し
、
期
間
が

満
了
す
る
と
自
動
的
に
解
約
さ
れ
離
作

料
等
支
払
う
必
要
が
な
く
安
心
し
て
農

地
を
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
規
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
２
階
）

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
貸
し
手
・
借
り
手
双
方
の
印

鑑
を
押
印
の
上
、
農
業
委
員
会
事
務
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
に
つ
い

て
は
、各
支
所
地
域
課（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
農
業
委
員
会
事
務
局

�
�
２
２
２
７

認
定
農
業
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

認
定
農
業
者
制
度
は
、
自
ら
経
営
改

善
に
取
り
組
む
や
る
気
と
能
力
の
あ
る

農
業
者
が
、
農
業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
め
ざ
す
計
画
で
あ
る
「
農
業
経

営
改
善
計
画
（
５
年
間
）」
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
を
市
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

認
定
農
業
者
に
は
、
制
度
資
金
や
多

岐
に
わ
た
る
経
営
改
善
の
た
め
の
支
援

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
、
認
定
農
業
者
と
し
て
、
農
業
経
営

の
担
い
手
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

※
条
件
・
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
農
業

振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課

�
�
２
２
２
８

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談

と
き

８
月
２８
日
�
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
毎
月
最
終
日
曜
日
に
開
催
）

と
こ
ろ

吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

徴
収
係

�
�
２
２
１
５

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に

「
あ
り
が
と
う
」

あ
な
た
が
す
く
っ
た
命
よ
り

原

歩
未
（
牛
島
小
学
校
６
年
）

2011年（平成23年）8月10日
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
更
新
講
習

下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
責
任
技
術

者
試
験
は
平
成
１６
年
度
か
ら
県
下
統
一

で
実
施
し
て
お
り
、
登
録
さ
れ
た
責
任

技
術
者
の
有
効
期
間
は
お
お
む
ね
５
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
の
更
新
講
習
は
、
�
徳

島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施
主
体

と
な
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
講
習
を
希
望

さ
れ
る
方
は
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。受
験
申
込
書
は
下
水
道
課（
山

川
庁
舎
２
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
更
新
講
習
を
受
講
し
な
い
と

登
録
で
き
ま
せ
ん
。
免
許
を
失
効
し
な

い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

９
月
１
日
�
〜
３０
日
�

提
出
先

�
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

講
習
手
数
料

１
万
円
（
講
習
、
テ
キ

ス
ト
代
、
再
登
録
料
等
含
む
）

と
き

１１
月
１８
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

と
こ
ろ

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

２
階

第
４
会
議
室

※
対
象
者
（
登
録
有
効
期
間
が
平
成
２４

年
３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方
）

に
は
、
�
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
案
内
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課

総
務
係

�
�
３
３
９
９

�
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

�
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
所
定
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
下
水
道
課
（
山
川
庁
舎
２
階
）
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間

９
月
１
日
�
〜
３０
日
�

提
出
先

�
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

受
験
手
数
料

１
万
円
（
受
験
講
習
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

受
験
講
習

と
き

１１
月
２
日
�
午
後
１
時
４０
分
〜

３
時
４０
分

と
こ
ろ

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

３
階

第
２
特
別
会
議
室

試
験

と
き

１１
月
１６
日
�
午
後
１
時
４０
分
〜

３
時
４０
分

と
こ
ろ

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

２
階

第
４
、
第
５
会
議
室

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課

総
務
係

�
�
３
３
９
９

�
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

�
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

プ
ー
ル
で
！

マ
シ
ー
ン
で
！

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ
ー
・

デ
イ
」
参
加
者
募
集

対
象
者

市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方

利
用
期
間

１０
月
〜
１２
月

実
施
場
所

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
２１
（
川
島
町
川
島
１
０
６－

２

�
�
３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）、
各
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切

９
月
９
日
�

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

な
ど
を
使
用
し
た
運
動

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

必
要
最
低
人
数
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

そ
の
グ
ル
ー
プ
を
開
講
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課

地
域
支
援
係

�
�
６
６
２
７

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
運
転
は

目
く
ば
り

気
く
ば
り

思
い
や
り

三
木
田

優
衣
（
森
山
小
学
校
６
年
）

１２
2011年（平成23年）8月10日
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介
護
保
険
課
嘱
託
員
募
集

募
集
人
員
／
雇
用
期
間

①
主
任
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員

１
人
（
平
成
２３
年
１０
月

１
日
か
ら
１
年
間
）

②
介
護
支
援
専
門
員
お
よ
び
社
会
福
祉

士

若
干
名
（
平
成
２３
年
１１
月
１
日
か

ら
１
年
間
）

資
格
等

主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
支
援
専

門
員
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
い
ず
れ

か
の
有
資
格
者

※
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

主
な
職
務
内
容

介
護
保
険
で
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
方

に
対
す
る
介
護
予
防
支
援
業
務
等

月
額
賃
金

１６
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間

週
２９
時
間
以
内

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
等
を
証
す
る
書
類

の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、介
護
保
険
課（
川

島
庁
舎
１
階
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

９
月
９
日
�

選
考
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
介
護
保
険
課

�
�
６
６
２
７

吉
野
川
市
文
化
祭

出
展
・
出
演
募
集

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

地
域
の
文
化
振
興
を
目
的
と
し
、
１０
月

２８
日
�
か
ら
１１
月
３
日
�
ま
で
の
間
、

吉
野
川
市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

い
、
自
分
達
の
作
品
を
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ

文
化
祭
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
展
示
の
部

○
募
集
内
容

生
け
花
、
陶
芸
、
写
真
、

手
芸
、
絵
画
、
書
道
等

※
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、
２０
号
（
７２
㎝
×

６０
㎝
）
程
度
ま
で
と
し
ま
す
。

○
展
示
場
所

川
島
体
育
館

○
展
示
予
定
日

１０
月
２８
日
�
〜
３０
日

�演
芸
の
部

○
募
集
内
容

日
舞
、
三
味
線
、
民
謡
、

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等

○
発
表
場
所

鴨
島
公
民
館
お
よ
び
ア

メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
発
表
予
定
日

１１
月
３
日
�

■
募
集
期
限

作
品
展
示
の
部
、
演
芸

の
部
と
も
に
９
月
２
日
�
ま
で

■
申
し
込
み
先

生
涯
学
習
課
（
山
川

庁
舎
１
階
）、
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
、

鴨
島
公
民
館
、
川
島
公
民
館
、
山
川
公

民
館
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

�
�
４
１
１
７

人
権
講
演

「
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
」

沖
縄
と
聞
い
て
、
何
を
思
い
浮
か
べ

る
で
し
ょ
う
か
？

か
つ
て
琉
球
国
で

あ
っ
た
沖
縄
の
歴
史
を
人
権
の
視
点
か

ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き

８
月
１７
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時

と
こ
ろ

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
市
北
沖
洲
３
丁
目
４
番
７
号
）

�
０
８
８
（
６
６
４
）
１
６
７
５
（
沖

洲
公
民
館
）

講
師

仲
間
恵
子
さ
ん
（
大
阪
人
権
博

物
館
学
芸
員
）

問
い
合
わ
せ

あ
い
ぽ
ー
と
徳
島
（
徳
島
市
東
沖
洲
２

丁
目
１４
）
沖
洲
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
内

�
０
８
８（
６
６
４
）３
７
１
９

市
人
権
課

�
�
２
２
２
９

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
選
抜

阿
波
踊
り
大
会

と
き

８
月
２７
日
�
午
後
５
時
３０
分
〜

９
時

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会

会
長

細
井

英
輔

０
９
０
（
３
１
８
０
）
４
１
２
５

『
美
郷
ア
レ
★
コ
レ
！
』開
催
中

美
郷
の
自
然
・
暮
ら
し
・
食
・
人
…

自
慢
の
体
験
を
美
郷
の
案
内
人
が
と
び

き
り
の
笑
顔
で
案
内
し
ま
す
。

開
催
期
限

１２
月
１８
日
ま
で
の
土
日

主
な
メ
ニ
ュ
ー

●
畑
で
農
業
実
践
講
座

●
マ
イ
箸
で
流
し
そ
う
め
ん

●
ス
ダ
チ
収
穫
体
験

●
そ
ば
打
ち
体
験

問
い
合
わ
せ

美
郷
ス
マ
イ
ル
（
美
郷
商
工
会
内
）

�
�
２
５
０
５

美
郷
ア
レ
★
コ
レ
！
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
案
内
人
連
絡
先
掲
載
）

http
://m
isato-sm

ile.jp/

ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
市役所および各庁舎で回収しています。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
大
丈
夫
�

そ
う
思
っ
て
か
ら
の

再
確
認

樫
原

未
都
（
鴨
島
小
学
校
６
年
）

2011年（平成23年）8月10日
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これからは，地上デジタル放送をご覧ください！ここれれかかららはは，，地地上上デデジジタタルル放放送送ををごご覧覧くくだだささいい！！

平
成
２３
年
度
就
業
支
援
講
習

受
講
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
お

よ
び
寡
婦
の
方

●
科
目

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
エ
ク

セ
ル
検
定
（
夜
間
））

と
き

９
月
１
日
�
〜
１０
月
１７
日

�
の
祝
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・

金
２４
日
間

午
後
６
時
３０
分
〜
９
時

申
込
締
切

８
月
２４
日
�

●
科
目

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
検
定
（
土
・
日
））

と
き

９
月
４
日
�
〜
１１
月
１９
日

�
の
土
・
日
１２
日
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

申
込
締
切

８
月
２５
日
�

定
員

各
２０
人

問
い
合
わ
せ

�
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

�
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

FAX
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
４

第
１６
回
吉
野
川
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き

８
月
２８
日
�
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

次
回
開
催
予
定
日

９
月
２５
日
�

出
店
料

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類（
古
着
類
）の
回
収
も
行
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
環
境
企
画
課

�
�
２
２
３
０

資
源
無
料
回
収
の
ご
案
内

（
は
っ
ぴ
ー
エ
コ
プ
ラ
ザ
）

障
害
者
の
日
中
活
動
支
援
施
設

の
「
巣
立
」
で
は
、
福
祉
施
設
と

地
元
企
業
、
住
民
が
相
互
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
住
民
参
加
型
の

資
源
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き

毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
４
時

※
８
月
１６
日
�
は
休
み

と
こ
ろ

セ
レ
ブ
鴨
島
店
店
頭

回
収
品

段
ボ
ー
ル
・
新
聞
・
雑

誌
・
缶
・
小
型
家
電
・
自
転
車
等

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

巣
立�

�
１
９
７
４

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
き

８
月
１４
日
�
午
後
６
時

対
戦
相
手

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

と
き

８
月
２８
日
�
午
後
６
時
３０
分

対
戦
相
手

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

会
場

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

�
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.vortis.jp/

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業

�
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・
補
助
を

受
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
や
日
程
な

ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

�
徳
島
県
遺
族
会

�
０
８
８
（
６
３
６
）
３
２
１
２

雑紙は 雑誌の日 袋いらないので 得します。

２０１１年７月２４日にアナログ放送は終了しました。

※地上デジタル放送をご覧になるには，ケーブルテレビ等の有線放送を利用するか，UHFアン

テナやデジタルチューナー等の受信機器が必要となります。

■地デジ相談コーナー
地上デジタル放送の受信対応がお済みでない方、地デジ

について詳しく知りたい方は、お気軽にご相談にお越しく

ださい。

・期間 ８月２５日�まで 午前９時～午後５時

※金・土・日曜日および祝日は除きます。

・場所 市役所１階市民ホール

●問い合わせ デジサポ徳島 ��2216

（相談コーナー直通）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
安
全
は

自
分
が
気
を
つ
け

つ
か
む
も
の

河
野

玲
未
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）

１４
2011年（平成23年）8月10日

広報よしのがわ



第
１
３
８
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

「
真
夏
の
夜
の
夢
」ま
ち

か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
、
コ
ー

ル
・
エ
・
コ
ー
ル
鴨
島
、
オ
ー
ル

ウ
ェ
イ
ズ
ほ
か
７
グ
ル
ー
プ

と
き

８
月
２０
日
�
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ
ー

ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

�
�
３
７
２
５
（
鎌
田
）

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

８
月
２２
日
�
、
９
月
５
日

�
・
１２
日
�
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０

分と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

８
月
１０
日
�
、
９
月
１４
日

�
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

�
�
２
１
６
６

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時

９
月
１
日
�

午
前
６
時
３０
分
〜
７
時
３０
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時

９
月
１
日
�

午
前
７
時
〜
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

�
�
８
６
６
０

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
通
報
を
！

☆
こ
の
よ
う
な
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
、
１
１
０
番
通
報
を
！

○
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
工
具
を
使
用

し
て
鍵
穴
を
破
壊
、
ガ
ラ
ス
の
た

た
き
割
り
を
手
段
と
す
る
車
上
ね

ら
い
犯
人
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場

を
う
ろ
つ
い
た
り
、
車
内
を
の
ぞ

き
こ
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
見
張
り

役
の
運
転
手
が
車
内
で
待
機
す
る

な
ど
し
て
、
車
内
の
バ
ッ
グ
等
を

盗
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
審
者

を
見
か
け
た
場
合
、
直
ち
に
１
１

０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
室
内
に
犯
人
が
い
る
時
は
、
直

ち
に
１
１
０
番
通
報
を
！

○
家
に
帰
る
と
、
玄
関
戸
が
壊
さ

れ
た
り
し
て
室
内
か
ら
物
音
が
す

る
等
、
犯
人
が
在
室
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
は
、
絶
対
に
室
内
に

入
ら
ず
、
直
ち
に
１
１
０
番
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。
犯
人
は
手
段

を
選
ば
ず
逃
走
し
ま
す
。
危
害
を

受
け
る
等
ど
ん
な
被
害
に
遭
う
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
絶
対
に

室
内
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
盗
難
被
害
に
気
づ
い
た
ら
、
警

察
署
等
へ
通
報
を
！

○
玄
関
戸
の
鍵
が
壊
さ
れ
、
室
内

が
物
色
さ
れ
て
い
る
等
の
盗
難
被

害
に
気
づ
い
た
ら
、
直
ち
に
１
１

０
番
通
報
も
し
く
は
警
察
署
等
へ

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
犯
人
は
、

現
場
に
犯
行
の
痕
跡
を
残
し
て
お

り
、
そ
の
痕
跡
が
犯
人
検
挙
の
決

め
手
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
痕
跡
は
、

時
間
の
経
過
に
よ
り
、
犯
人
以
外

の
者
が
触
れ
た
り
し
て
な
く
な
っ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
被
害
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

現
場
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
速
や

か
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
、
交

通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
！

☆
運
転
者
の
み
な
さ
ん
へ
！

○
全
席
で
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を

励
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
と
、
危

険
を
予
測
し
た
運
転
を
心
が
け
、

早
め
の
合
図
や
安
全
確
認
に
努
め

ゆ
ず
り
合
い
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
中
は
携
帯
電
話
を
使
用
し

な
い
こ
と
を
徹
底
し
、
夕
暮
れ
か

ら
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

○
車
か
ら
の
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
自
転
車
利
用
者
の
み
な
さ
ん

へ
！

○
自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
で
は

車
両
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
歩

行
者
に
危
険
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
よ

う
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
か
ら
は
、
必
ず
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
反
射
材
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
携
帯
電
話
、
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
を
使
用
し
て
の
運
転
、
二

人
乗
り
、
並
列
走
行
、
傘
差
し
運

転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
点
検
整
備
に
努
め
、

損
害
賠
償
保
険
等
の
加
入
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

☆
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ
！

○
道
路
の
横
断
は
、
信
号
機
や
横

断
歩
道
が
あ
る
と
こ
ろ
、
左
右
の

見
通
し
の
良
い
場
所
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。

○
押
し
ボ
タ
ン
信
号
機
の
あ
る
横

断
歩
道
で
は
、
青
に
変
わ
っ
て
か

ら
渡
り
、
安
全
を
確
認
し
、
車
両

の
直
前
、
直
後
の
横
断
や
飛
び
出

し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
の
外
出
時
に
は
、
反
射
材

用
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署

�
�
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番

�
�
２
３
３
１

古着は、指定の日に燃やせないごみの指定袋に入れて出してください。
市役所フリーマーケット会場でも回収を行っています。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
飛
び
出
し
は

し
ょ
う
と
つ
事
故
の

も
と
に
な
る

明
石

正
樹
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）

2011年（平成23年）8月10日
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文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

平
成
２３
年
度
後
期
講
座
案
内

受
講
期
間

１０
月
２
日
�
〜
３
月

１０
日
�

１０
回
コ
ー
ス

☆
印
は
講
師
が
替
わ
る
講
座

☆
小
原
流
生
け
花（

大
石
加
代
子
）

☆
池
坊
生
け
花

（
谷
本
幸
子
）

・
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ（

柳
坂
由
美
）

・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス（

山
本
愛
子
）

・
園
芸

（
住
友
昭
利
）

・
童
謡
・
唱
歌
い
き
が
い
教
室

（
伊
井
須
眞
子
）

・
水
墨
画

（
久
米
芳
邦
）

・
文
学
の
小
径（

宮
久
保
美
恵
子
）

・
短
歌

（
楠
本
邦
利
）

て
ん
こ
く

・
篆
刻

（
射
場
博
子
）

・
オ
カ
リ
ナ

（
森
見
美
子
）

・
自
然
の
素
材
を
織
る

（
島
田
ひ
ろ
み
）

・
手
編
み
手
芸

（
新
居
房
江
）

・
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト

（
石
田
百
合
子
）

・
素
敵
な
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

（
松
本
加
容
子
）

・
七
宝
焼

（
山
田
和
子
）

・
花
で
生
活
を
楽
し
む

（
近
藤
佐
起
江
）

・
し
ゃ
べ
り
方
教
室（
宮
本
武
敏
）

・
ビ
デ
オ

（
牧
本
美
代
子
）

２０
回
コ
ー
ス

☆
日
本
舞
踊

（
松
井
美
惠
子
）

☆
茶
道
（
裏
千
家
）
（
近
藤
陽
子
）

・
木
目
込
人
形

（
小
林
鳳
美
）

・
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ（
富
山
雅
代
）

・
書
に
親
し
む

（
武
市
鳴
雲
）

・
書
道
入
門

（
熊
代
厚
子
）

・
実
用
書
道

（
寺
内
金
子
）

・
太
極
カ
ン
フ
ー
扇

（
黄
麗
）

・
初
級
１６
式
太
極
拳（
四
宮
京
子
）

・
大
正
琴

（
山
本
源
淑
）

・
藍
染
め

（
藤
井
和
栄
）

・
陶
芸

（
笠
井
享
）

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト

（
薩
摩
利
子
）

・
着
物
着
付
け

（
桑
田
律
子
）

・
さ
く
ら
長
唄
三
味
線（

春
名
完
二
）

・
民
謡

（
藤
本
秀
森
寿
）

・
民
謡
三
味
線
（
藤
本
秀
森
幸
）

・
洋
画

（
下
時
治
郎
秀
臣
）

受
付
期
間

８
月
２２
日
�
〜
９
月

１９
日
�
（
定
員
に
満
た
な
い
講
座

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
受
け
付

け
し
ま
す
）

受
付
場
所

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料

１０
回
コ
ー
ス
４
２
０
０

円
／
２０
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円

（
ほ
か
材
料
費
等
必
要
）

※
詳
細
は
、
公
民
館
等
、
市
内
各

文
化
施
設
に
設
置
の
講
座
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
２３
年
度
前
期
講
座
修
了
作

品
展
・
発
表
会
の
お
知
ら
せ

と
き

９
月
１７
日
�
〜
１９
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
１９
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

ふ
る
さ
と
講
演
会
の
ご
案
内

演
題
「
火
山
っ
て
？
マ
グ
マ
っ

て
？
」

講
師

市
原

美
恵
先
生
（
吉
野

川
市
出
身

東
京
大
学
卒
業
後
、

現
在
東
京
地
震
研
究
所
に
勤
務
）

と
き

９
月
３
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
３０
分

参
加
費

無
料

主
催

市
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー�

�
０
０
１
５

第
２
回
吉
野
川
市
短
歌
大
会

と
き

１１
月
１３
日
�

作
品

新
作
一
首

参
加
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
代

含
む
。
作
品
の
み
の
参
加
５
０
０

円
）

申
込
期
間

９
月
１
日
�
〜
３０
日

�

申
し
込
み
先

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
（
申
込
用
紙

も
置
い
て
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長

宮
久
保

美
恵
子

�
�
７
４
３
３

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

お
楽
し
み
子
ど
も
映
画
会
「
日

本
の
お
化
け
話
シ
リ
ー
ズ

ウ

ミ
ガ
メ
と
少
年
」

と
き

８
月
２７
日
�
午
前
１０
時
３０

分
〜木

目
込
み
人
形

講
座
生
募
集

と
き

８
月
２８
日
�
・
２９
日
�
、

９
月
１０
日
�
・
２６
日
�
、
１０
月
３

日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

準
備
物

材
料
費
２
０
０
０
円
〜

３
０
０
０
円
程
度
、
は
さ
み
、
目

打
ちそ

こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

（
近
辺
で
起
き
て
い
る
犯
罪
事
件

の
手
口
と
対
策
に
つ
い
て
）

と
き

８
月
２９
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
４５
分

講
師

吉
野
川
警
察
署

生
活
安

全
課防

災
教
室（
災
害
時
の
電
気
の
イ

ン
フ
ラ
は
ど
う
な
る
）

と
き

９
月
５
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
４５
分

講
師

四
国
電
力
株
式
会
社

薬
草
教
室（
徳
島
県
内
の
薬
用
植
物
）

と
き

９
月
７
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
４５
分

講
師

徳
島
県
保
健
製
薬
環
境
セ

ン
タ
ー

歴
史
教
室（
日
露
戦
争
と
連
合
艦
隊
）

と
き

９
月
８
日
�
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分

講
師

吉
野
川
市
文
化
財
審
議
会

副
会
長

芝
原
富
士
夫
先
生

健
康
セ
ミ
ナ
ー（
ピ
ロ
リ
菌
と
胃

の
病
気
）

と
き

９
月
９
日
�
午
後
３
時
〜

４
時

講
師

徳
島
病
院

木
村
成
昭
医
師

柏
木
節
子
医
師

食
と
農
の
知
っ
得
講
座（
よ
く
わ

か
る
農
薬
に
関
す
る
安
全
性
の

確
保
）

と
き

９
月
１５
日
�
午
前
１０
時
〜

１１
時

講
師

徳
島
農
政
事
務
所

や
さ
し
い
経
済
教
室（
生
命
保
険

自
分
に
あ
っ
た
選
び
方
と
見
直

し
の
ポ
イ
ン
ト
）

と
き

９
月
１６
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
４５
分

講
師

ア
フ
ラ
ッ
ク

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館

�
�
５
１
１
１

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
け
こ
む
な

青
が
マ
バ
タ
キ

も
う
危
険

中
西

美
有
（
知
恵
島
小
学
校
６
年
）

１６
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体重増加
21％
体重増加
21％

体重減少
67％
体重減少
67％

体重維持
12％
体重維持
12％

特定保健指導をご存じですか？特定保健指導をご存じですか？

吉野川市国民健康保険にご加入のみなさんへ

「特定保健指導」とは、特定健康診査の結果から、心筋梗塞や脳梗塞発症の危険性を高め
るメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）または予備群に該当された方に対して、保
健師・管理栄養士が一人一人の生活習慣に合った運動や食事の方法を一緒に考え、サポート
することを目的として行っています。

平成２１年度特定保健指導利用者の効果を検証してみました！

平成２１年度に特定保健指導を利用された方の根気強い生活改善の取り組みにより、半年間
で約８割の方が体重減少・体重維持を達成！平均して１．３kg減少しました。

●問い合わせ 国保年金課 ��2213

Aさんは薬物療法とともに、運動や食事などの生活習慣を改善することで検査結果も改善さ

れました。数値が高いままだと血管の傷みが進んで、将来、脳卒中や心臓病、慢性腎臓病など

の合併症を起こす可能性が高くなります。

『いま元気』より『ずっと元気』で過ごせるよう生活改善のための取り組みを特定保健指導

から始めてみませんか？

検査結果

８７

１１６／７０

４２

８１

２４．１

６９．６

７０歳（現在）

※網掛けの部分は基準値から外れている数値です。

１１６

１３０／８９

３９

１７０

２６．２

７５．７

６８歳

１９９

１６８／１００

３８

１４１

２５．９

７４．９

６７歳

基準値

１２０未満

１３０／８５未満

４０以上

１５０未満

２５未満

検査項目

LDLコレステロール（悪玉）

血 圧

HDLコレステロール（善玉）

中性脂肪

BMI（体格指数）

体 重

健康管理 かかりつけ医がパートナー

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ぼ
く
た
ち
に

や
さ
し
い
う
ん
て
ん

あ
り
が
と
う

湯
浅

一
貴
（
川
島
小
学
校
１
年
）

合併症の予防は可能なのでしょうか？
◆健診で自分の体を知って生活を考えたAさん

（男性・身長１７０cm）の生活改善に伴う４年間

の数値の変化をみてみると…。

体重減少者は６７％、維持者も
含めると、７９％の人が体重増
加せずに生活習慣改善に取り
組むことができていました。

検査結果が
年々改善さ
れました。

・１日４０分歩くように
なった（毎日）
・甘い物（お菓子等）
の量を減らした。

医師の指示によ
り高血圧と高脂
血症の薬の服用
が始まる。

図１ 保健指導実施後の体重変化の割合

2011年（平成23年）8月10日
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吉
野
川
市
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
ご
活
用
く

だ
さ
い

吉
野
川
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
実
際
に
歩
い
て

作
成
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
、
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

安
全
で
快
適
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

★
体
調
の
悪
い
と
き
は
無
理
を
し

な
い
。

★
準
備
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中

心
と
し
た
整
理
体
操
を
十
分
に
行

う
。

★
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
、
健

康
推
進
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

健
康
に
関
す
る
情
報
箱
パ
ー
ト
２

「
線
維
筋
痛
症
」

と
う
つ
う

原
因
不
明
の
全
身
の
疼
痛
、
不

眠
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
神
経
症

ぼ
う
こ
う

状
、
過
敏
性
大
腸
炎
、
膀
胱
炎
な

ど
の
症
状
を
主
症
状
と
す
る
病
気

で
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ア
イ
や
ド

ラ
イ
マ
ウ
ス
な
ど
の
粘
膜
系
の
障

害
を
き
た
す
こ
と
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

症
状
の
進
行
に
伴
い
激
し
い
疼

痛
が
筋
肉
・
関
節
な
ど
に
お
よ
び
、

四
肢
か
ら
身
体
全
体
に
拡
散
す
る

た
め
、
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
は

著
し
く
低
下
し
ま
す
。
そ
の
う
え

多
様
な
症
状
の
た
め
、
治
療
領
域

が
多
岐
に
わ
た
り
患
者
さ
ん
の
負

担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
増
加
の
一
途
に

あ
り
、
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
調

査
で
、
全
国
に
２
０
０
万
人
以
上

の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
い
わ
れ
、

そ
の
約
８０
％
が
女
性
で
す
。

平
成
２１
年
４
月
に
「
日
本
線
維

筋
痛
症
学
会
」
が
発
足
し
、
本
疾

患
に
関
す
る
臨
床
・
基
礎
研
究
が

進
め
ら
れ
、
同
年
７
月
か
ら
は
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
内
の
「
厚

生
労
働
省
線
維
筋
痛
症
情
報
セ
ン

タ
ー
」
で
、「
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
設
置
し
て
、
患
者
さ
ん
か

ら
の
ご
相
談
や
医
療
施
設
紹
介
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
徳
島
県
の
相
談
窓
口

県
健
康
増
進
課
、
感
染
症
・
疾
病

対
策
室

�
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
２
４

●
吉
野
川
保
健
所

�
�
１
１
１
４

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

け
い

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

不
足
に
と
も
な
い
、
初
回
接
種
者

へ
の
接
種
差
し
控
え
を
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
が
、
６
月
１０
日
か
ら

接
種
を
再
開
し
て
い
る
高
校
２
年

生
相
当
年
齢
の
方
に
続
い
て
、
７

月
１０
日
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
年

齢
の
方
、
ま
た
７
月
２０
日
か
ら
、

中
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の

方
に
も
接
種
を
再
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
初
回
接
種
を
９
月
３０
日
ま

で
に
必
ず
受
け
て
、
３
月
３１
日
ま

で
に
３
回
接
種
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

●問い合わせ 市健康推進課 ��6615

ががんん検検診診ににつついいてて
がんはわが国において昭和５６年から死亡原因の第１位であり、がんによる死亡者数は年間３０万人を超え

る状況です。しかし、診断と治療の進歩により一部のがんでは早期発見、早期治療が可能となってきてお
ります。
吉野川市では胃がん、大腸がん、前立腺がん、肺がん、乳がん、子宮がんの検診を実施してがんの早期

発見、早期治療を目的に検診を実施しております。検診を定期的に受けて自己管理に努めましょう。

■乳がん検診について
日本においては、乳がんの患者さんは４０歳～５０歳代から発生することが多いことから、４０歳以上の女性

に対してマンモグラフィーを用いた乳がん検診を行っています。
乳がん検診は２年に１度の検診受診が推奨されています。検診を希望される方（集団検診、医療機関検

診）は、健康推進課へお申し込みください。

■乳がん（集団）検診日程
１１月１５日�
市川島庁舎

１３：３０～１５：００

各検診日の２週間前まで受け付けします。

１１月４日�
鴨島公民館

１３：３０～１５：００

１０月２５日�
市川島庁舎

１３：３０～１５：００

１０月２１日�
鴨島公民館

１３：３０～１５：００

９月８日�
市川島庁舎

８：３０～１０：００

１３：３０～１５：００

９月７日�
市川島庁舎

８：３０～１０：００

１３：３０～１５：００

検診日

実施場所

受付時間

申込締切

ストレッチ 空いた時間を有効利用

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
も
り
ま
す
。

み
ぎ

い
ち
れ
つ
で

あ
る
き
ま
す
。

加
藤

心
咲
（
学
島
小
学
校
１
年
）

１８
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要
介
護
認
定
で
「
要
介
護
」「
要

支
援
」
と
認
定
さ
れ
た
人
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
利
用
者
の
多
い
居
宅
サ
ー

ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、

食
事
、
入
浴
な
ど
の
介
護
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
利
用
者
の
最
も
多
い
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

施
設
に
通
い
、
日
帰
り
で
食
事
、

入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ

イ
ケ
ア
）

施
設
な
ど
に
通
い
、
機

能
訓
練
な
ど
を
日
帰
り
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）

施
設
に
短
期
入
所
し
て
食

事
、
入
浴
な
ど
の
支
援
や
機
能
訓
練

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊
ま
た
、
環
境
を
整
え
る
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
住
宅
改
修
や
福

祉
用
具
貸
与
、
福
祉
用
具
購
入
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
住
宅
改
修
や
、

福
祉
用
具
購
入
に
つ
い
て
か
か
っ
た

費
用
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。
費
用
支
払
い
後
、
申

請
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
費
用
の
９

割
を
支
給
し
ま
す
。

「
自
立
」
と
認
定
さ
れ
た
人
や
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
市

が
行
う
地
域
支
援
事
業
に
よ
り
、
将

来
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
市
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、

か
か
っ
た
費
用
の
一
割
が
原
則
自
己

負
担
で
す
が
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
要
介
護
度

ご
と
に
月
々
に
利
用
で
き
る
金
額
に

上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
度

額
を
こ
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●問い合わせ 市介護保険課 介護保険係 ��6626

環境を整えるためのサービス

◎ 住宅改修
手すりの取り付けや段差の解消など６

種類の小規模な住宅改修費の支給を受け
ることができます。利用できる限度額は
２０万円（最高支給額は１８万円）です。転
居した場合、また要介護度が３段階以上
あがった場合に限り、再利用可能です。
限度額を超えた費用や保険給付対象外

の工事費用は、全額自己負担になります。
住宅改修を行う前には事前協議が必要で
す。必ず担当ケアマネジャーに連絡して
ください。事前協議のない工事には工事
費用の支給はできません。
◎ 福祉用具貸与（レンタル）
歩行補助つえや介護用ベット・車いす

など日常生活を助けるための福祉用具を
借りることができます。用具の種類、貸
し出し料は事業者によって異なります。
また要支援１，２、要介護１の方は利用
できる品目が限られます。レンタル前に
は担当ケアマネジャーに相談してくださ
い。
◎ 福祉用具購入

はいせつ

レンタルになじまない、入浴や排泄に
使う入浴補助用具・特殊尿器・腰掛け便
座など５種類の福祉用具購入費の支給を
受けることができます。利用できる限度
額は年度につき１０万円（最高支給額は９
万円）です。福祉用具購入は必ず指定を
受けた事業者からご購入ください。また
購入前には担当ケアマネジャーに相談し
てください。担当ケアマネジャーがいな
い場合は、販売店の福祉用具専門相談員
にご相談ください。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
ぶ
っ
て
よ

命
を
つ
な
ぐ

ヘ
ル
メ
ッ
ト

明
石

健
太
郎
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）

みんなで支えよう ～介護保険～

第２回 介護保険のサービス

介護保険のサービスは皆さんの保険料や税金でまか
なわれています。便利だからというだけでなく本当に
必要かどうかを考えて利用しましょう。

虐待では？ 思ったときは、まず通報！地域包括支援センター��６６２７
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介介護護予予防防ササポポーータターー募募集集！！！！

～みんなで一緒に介護予防～

介護予防サポーターは地域の介護予防活動の中心となるボランティアです。
今回、介護予防に取り組むための講座を開催します。介護予防のために必要なこ

とを学び、自分のできる範囲で仲間と一緒に取り組んでみませんか。受講修了後は、
介護予防サポーター（介護予防のボランティア）として認められます。ご参加をお
待ちしています。

■対 象 者 市内に住民登録されている方

（年齢制限はありません）

■募集人数 ３０人

■実施場所 吉野川市川島庁舎

■参 加 費 無料

■募集期間 ９月１２日�まで

■申し込み・問い合わせ 介護保険課地域支援係（川島庁舎１階）へ電話でお申し込みくださ

い。問い合わせもお待ちしています。

※準備物：筆記用具、タオル、お茶など（水分補給のできるもの）

�����������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「基本チェックリスト」にご協力いただき
ありがとうございました

要介護・要支援の認定を受けていない６５歳以上の方を対象に実施させていただき
ました「基本チェックリスト」をご返信いただき、ありがとうございました。二次
予防事業等介護予防への大切な資料とさせていただきます。
なお、返送期限を過ぎていますが、対象となられた皆さんの生活状況をお教えい

ただく質問票でもありますので、まだお手元にございましたらご返信をよろしくお
願いします。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
ベ
ル
ト
し
て
」

そ
の
一
言
で

守
れ
る
命

植
地

美
月
（
川
田
小
学
校
６
年
）

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

●問い合わせ・申し込み 市介護保険課 ��6627

講 座 内 容

◆開講式
◆なぜ、地域で介護予防が必要か
◆高齢者のからだの特徴
◆介護予防体操（理学療法士）
～腰痛のある方の運動方法の進め方について～

◆認知症予防について（作業療法士）
～遊びリテーションを含む予防方法について～
◆介護予防体操（理学療法士）
～膝関節痛のある方の運動方法の進め方について～

◆地域における介護予防サポーターの役割（グループワーク）
～自分たちが地域でできること～
◆閉講式

実施日時

９月２８日�
１３：００～１５：３０

１０月７日�
１３：００～１６：００

１１月１１日�
１３：００～１５：３０

２０
2011年（平成23年）8月10日

広報よしのがわ



ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター �０８８（６０２）８９１１ ９：００～１６：００（土・日・祝日・年末年始除く）

●問い合わせ 市介護保険課 地域支援係 ��6627

●平日／１７時～２３時 休日／８時～２３時 ●○印は、休日診療日

●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの２チャンネルでも放送しています。

●医療とくしまのホームページにも「休日夜間救急情報」を掲載しています。

●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話

確認の上、ご利用ください。●問い合わせ／市健康推進課��6615

９月

９

１０

�
１３

１５

�
�
２１

２２

�

小児救急医療体制

日曜日の９時～１７時、

小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第２・４週）��2101

●阿波病院（第１・３・５週） ��5151

８月電話番号

２５－３０６０

２４－６５６５

２５－２８０２

２４－８０７０

４２－６７５５

２５－２００６

２４－６４１３

４２－７５３３

２６－００２０

４２－２３５３

医 院 名

島 野 外 科 内 科

鴨 島 病 院

杉 山 医 院

鴨島耳鼻咽喉科

中西内科クリニック

矢 田 医 院

木村内科胃腸科

山下耳鼻咽喉科クリニック

麻名内科外科クリニック

谷 医 院

９月

３０

�

１

２

３

	
５

６

７

８

８月

２５

２６

２７



２９

３０

３１

電話番号

２４－７５５５

２４－２３８８

２４－２５３１

２５－２０１６

２４－７３７７

２４－５８８０

２４－４８８０

２４－３４１３

２５－３１３３

２４－５１２２

２２－０３３３

４２－３１２３

４２－３１１３

２４－３０７０

２２－０３３３

医 院 名

糸田川クリニック

石 原 小 児 科

糸 田 川 眼 科

四 宮 医 院

古本内科クリニック

鈴木内科（敷地）

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（喜来）

岸 整 形 外 科

高橋皮膚科クリニック

杏 和 医 院

富 本 医 院

工 藤 内 科 医 院

井 内 内 科

杏 和 医 院

休日・夜間在宅当番医表

8月・9月
９月

２８

２６

２７

２４

１４

１２

１６

１７

２０

２９

８月

１０

１１

１２

１３

�
１５

１６

１７

１８

１９

２０

�
２２

２３

２４

電話番号

２２－１３１１

２６－０３１０

４２－６６１６

４２－５５２０

２４－２９５７

４２－２１１０

２２－１２３０

２４－８８８４

２４－２５３６

２４－２４８８

２２－３０１０

２４－７１７７

３６－９０１２

２４－２５６６

２４－２４１３

医 院 名

あ お ぞ ら 内 科

かなめ小児科内科クリニック

三木クリニック

さ く ら 診 療 所

美 摩 病 院

松 永 医 院

いぬい産科婦人科クリニック

リバーサイドクリニック岡田

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

森 住 内 科 医 院

渡 辺 医 院

知恵島皮膚科診療所

和田耳鼻咽喉科

梶本胃腸科内科

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
そ
こ
の
角

き
ち
ん
と
止
ま
っ
て

右
左

新
居

勇
貴
（
川
田
西
小
学
校
６
年
）

8月・9月の介護予防教室
内 容

口腔（こうくう）ケア
口 腔 ケ ア

楽 し い 脳 体 操
栄養のお話（食生活チェック）
介 護 予 防 体 操
栄養のお話（食生活チェック）
介 護 予 防 体 操
介 護 予 防 体 操
栄養のお話（食生活チェック）
口 腔 ケ ア
楽 し い 脳 体 操
楽 し い 脳 体 操

内 容
楽 し い 脳 体 操
楽 し い 脳 体 操
楽 し い 脳 体 操

口 腔 ケ ア
介 護 予 防 体 操
介 護 予 防 体 操
楽 し い 脳 体 操
楽 し い 脳 体 操
楽 し い 脳 体 操
栄養のお話（食生活チェック）

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から３０分間です。

健

康

チ

ェ

ッ

ク

健

康

チ

ェ

ッ

ク

地区
美 郷
美 郷
川 島
山 川
鴨 島
山 川
美 郷
鴨 島
鴨 島
川 島
川 島
美 郷
山 川

地区
山 川
山 川
山 川
川 島
鴨 島
川 島
鴨 島
川 島
川 島
川 島
美 郷

場 所
中枝老人憩の家
城戸下浦高開集落センター
こだま会館
山川公民館
飯尾会館
山瀬地区公民館
三山老人憩の家
喜来老人憩の家
千田公会堂
東児島老人憩の家
鍛冶屋敷公会堂
上谷集落センター
湯立会館

場 所
忌部農業構造改善センター
南町集会所
瀬詰老人会館
川島公民館
西麻植地区公民館
三ツ島西公会堂
飯尾敷地コミュニティセンター
川島老人福祉センター
川島公民館久保田会館
こだま会館
東部集落センター

時 間
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：３０

時 間
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：３０
９：００～１１：００
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０

曜日
水
火
木

金

月

火

水
木

金

火

曜日
木

月

火
木
金
月
火
水
木
金

日
１０
１６
１８

１９

２２

２３

２４
２５

２６

３０

日
１

５

６
８
９
１２
１３
１４
１５
１６

8

月

9

月
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山
川
図
書
館

�
�
5
2
2
2

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
９
月
２０
日
�（
振

替
休
日
）、
月
末
図
書
整
理
日（
８

月
３１
日
�
、
９
月
３０
日
�
）

◆
お
は
な
し
会

８
月
１３
日
�
、
９
月
１０
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
約
３０
分
間
）
／

毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

８
月
２０
日
�
（
台
風
と
キ
ム
サ
ー
）

９
月
３
日
�
（
ピ
ノ
キ
オ
）、
９

月
１７
日
�
（
白
雪
姫
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

川
島
図
書
館

�
�
3
1
4
1

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
８
月
３０
日
�
、９
月
３０
日
�
）

◆
徳
島
農
政
事
務
所
資
料
展
「
食

の
大
切
さ
を
農
業
と
と
も
に
考
え

る
パ
ネ
ル
展
」

と
き

８
月
２９
日
�
ま
で

◆「
川
島
町
文
化
伝
承
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し
会
」

と
き

９
月
１０
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
３０
分

※
参
加
は
無
料
で
す
。

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

�
�
5
1
1
1

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
の
会

８
月
２０
日
�
午
前
１０
時
３０
分
か
ら

／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
オ
ジ
い
サ
ン
』
京
極
夏
彦

著

『
ナ
ニ
ワ
・
モ
ン
ス
タ
ー
』

海
堂

尊

著

『
復
讐
し
た
い
』
山
田
悠
介

著

『
死
な
な
い
病
気
』渡

辺
淳
一

著

『
サ
ラ
ン
ヘ
ヨ
北
の
祖
国
よ
』

森
村
誠
一

著

『
刑
事
魂
』

松
浪
和
夫

著

『
タ
ワ
ー
リ
ン
グ
』福

田
和
代

著

『
オ
ブ
・
ラ
・
デ
ィ

オ
ブ
・
ラ
・

ダ
』

小
路
幸
也

著

『
た
ま
ゆ
ら
に
』
山
本
一
力

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ち
の
た
う
え
』

さ
こ
も
も
み

著

『
忍
者
サ
ノ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
わ
く

わ
く
旅
日
記
４２
』

な
す
だ
み
の
る

著

『
ま
じ
ょ
子
と
デ
コ
☆
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
国
』

藤
真
知
子

著

『
く
ま
と
き
つ
ね
』

い
も
と
よ
う
こ

著

『
ス
イ
ー
ト
プ
リ
キ
ュ
ア
２
』

講
談
社

著

『
魔
法
の
国
の
か
わ
い
い
バ
レ

リ
ー
ナ
４
』

エ
メ
ラ
ル
ド
・
エ
バ
ー
ハ
ー
ト

著

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

�
�
2
8
1
1

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
８
月
、９
月
の
休
室
日

木
曜
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

夏
休
み
を
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
か
。
事
件
・
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
安
全
に
気
を
つ

け
て
残
り
の
夏
休
み
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

い
か

行
か
な
い

の

乗
ら
な
い

お

大
声
で
叫
ぶ

す

す
ぐ
逃
げ
る

し

知
ら
せ
る

水
の
事
故
・
交
通
事
故
に

気
を
つ
け
よ
う

▼
遊
泳
禁
止
場
所
で
は
絶
対
に
泳

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
だ
け
で
危
険
な
場
所
へ

行
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

安
全
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。
二
人
乗

り
・
並
進
・
飛
び
出
し
は
事
故
の

も
と
で
す
。

少
年
非
行
防
止

休
み
期
間
中
は
開
放
感
や
気
の

ゆ
る
み
か
ら
生
活
が
乱
れ
非
行
に

走
り
や
す
い
時
期
で
す
。

▼
子
ど
も
が
外
出
す
る
時
は
行
き

先
や
帰
宅
時
間
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
が
夜
遅
く
ま
で
出
歩
い

て
い
な
い
か
気
に
か
け
ま
し
ょ
う
。

▼
普
段
か
ら
子
ど
も
と
の
対
話
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
�
６
６
２
０

FAX
�
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseicenter/

全国共通人権相談ダイヤル（ナビダイヤル）を開始しました。 �0570（003）110

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
に

乗
る
と
き
必
ず

ヘ
ル
メ
ッ
ト

原
田

祐
也
（
川
田
中
小
学
校
６
年
）

ま
ち
が
え
る
こ
と

牛
島
小
学
校

助
道

み
や
子

ま
ち
が
え
る
こ
と
は

い
い
こ
と

だ
っ
て
み
ん
な
に

こ
れ
は
だ
め
っ
て

教
え
て
く
れ
て
い
る

ま
ち
が
え
る
こ
と
は

い
い
こ
と

だ
っ
て
ず
っ
と

せ
い
か
い
だ
と

勉
強
が

お
も
し
ろ
く
な
い

ま
ち
が
え
る
こ
と
は

い
い
こ
と

だ
か
ら

し
っ
ぱ
い
を

お
そ
れ
て
は

だ
め
だ
よ

い
い
こ
と
だ
か
ら

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
６
号
よ
り

２２
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吉野川市子育て支援センター
開館日：月曜日～金曜日 午前9時～午後5時
場所：吉野川市川島庁舎3階
問い合わせ：TEL 25－6616 FAX 25－6617
E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

土

3

10

17

24

☆赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ 抽選で7組ずつ
対象：０ヵ月～６ヵ月（１０：００～）７ヵ月～歩くまで（１１：００～）

参加費：１００円（当日集金します。）

持参物：バスタオル１枚・フェイスタオル２枚・お茶やミルク水分補

給）・おむつをはずすため防水シート（ゴミ袋でも可）

＊お母さんは動きやすい服装で来てください。

＊申し込みが必要です。９月１２日（月）～２０日（火）が受付期間で、

希望者多数の場合は、２１日（水）に抽選の上、連絡いたします。

講師：特定非営利活動法人 こどもの発達研究室きりん

臨床心理士 宮脇克実先生

�布のブローチ作り 先着15人
対象：保護者の方 参加費：１００円（２個まで可）

持参物：縫い針・ハサミ 場所：３０１会議室

＊申し込みが必要です。９月１５日（木）から受け付けを開始します。

当日、託児もあります。希望される方は申し込んでください。

▲子どものためのマナーレッスンを考えてみよう！
＊申し込みが必要です。９月２日（金）から受け付けを開始します。

＊各自飲み物・おやつを、ご持参ください。 先着10人

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

金

2
自由遊び

＊マナー受付開始

9
お月見会
（10：30～11：30）

講師：文化伝承
グループ

＊英語受付開始

16
自由遊び

＊英語抽選

23
秋分の日

30
子ども映画上映会
（10：30～11：00）

木

1
身体測定

＊チャイルド受付開始

8 ★予約制

チャイルドヨガ＆
マッサージ
（10：30～11：00）

講師：安部陽子さん

井内真理子さん

身体測定

15 ▲予約制

マナー講座
講師：浪越あゆみさん
（10：30～11：30）

身体測定

＊布ブローチ受付開始

22 ☆予約制

赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ
（10：00～・11：00～）

講師：安部陽子さん

井内真理子さん

身体測定

29 �予約制

布のブローチ作り
（10：30～11：00）

講師：松橋富美子さん

身体測定

２６日

育児相談

水

7
子育て何でも相談
（10：30～11：30）

家庭相談員が
お聞きします。

＊チャイルド抽選日

14 ◎予約制

さわ会
代表：日和田朗子さん
（10：30～11：20）

21 ※予約制

お誕生会
「9月生まれ」

（10：30～11：00）

講師：お話グループみるく

＊赤ちゃんヨガ抽選日

28
自由遊び

★チャイルドヨガ＆マッサージ 抽選で7組
対象：１歳～３歳児 参加費：１００円（当日集金します。）
持参物：バスタオル２枚・お茶等（水分補給）
＊お母さんは動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。９月１日（木）～６日（火）が受付期間で希望者

多数の場合は、７日（水）に抽選の上、連絡いたします。

◎さわ会 抽選で5人
みんなでお茶を飲みながら、最近思っている事や悩んでいる事など自
由に話しませんか？
※さわ会の間は託児もあります。希望される方は、申し込んでください。

お子さんの水分補給・オムツなど必要なものをお持ちください。
＊申し込みが必要です。６日（火）～１２日（月）が受付期間で、希望者多
数の場合は１３日（火）に抽選の上、連絡いたします。

♪Let's Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～ 抽選で10人
対象：３歳～未就学児
＊申し込みが必要です。９日（金）～１５日（木）が受付期間で、希望者

多数の場合は、１６日（金）に抽選の上、連絡いたします。

※お誕生会 対象：９月生まれのおともだち

＊申し込みが必要です。９月生まれのお子さんは、前日までに申し込
んでください。吉野川市内の方に限ります。

＊該当児以外でも、一緒に楽しめます。

火

6
自由遊び

＊さわ受付開始

13
絵本の読み聞かせ
講師：ふわふわ

＊さわ抽選会

20 ♪予約制

Let's Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～

講師：筑木純子さん
（15：30～16：00）

27
歌っておどって

リトミック
（10：30～11：00）

講師：市原恭子さん

予約制の行事は別室にて行ないます。

月

5
自由遊び

12
おしゃべり交流会
講師：後藤田幸子さん

（10：30～11：00）

＊赤ちゃんヨガ受付開始

19
敬老の日

26
育児相談

（10：00～12：00）

臨床心理士が
お聞きします。

日

4

11

18

25

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
し
ん
ご
う
を

ま
も
っ
て
い
の
ち
を

だ
い
じ
に
ね

新
居

美
由
輝
（
種
野
小
学
校
２
年
）

吉野川市は人権文化の花咲くまちづくりをめざします。
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乳房マッサージ専門

〒776-0037
徳島県吉野川市鴨島町上浦29-14
TEL・FAX：0883-24-4580
携帯：090-8282-4045
http://www.tada-mp.jimdo.com

牛島駅案内板から300m北

多田 文恵
助産師

医療費控除対象＊乳房マッサージ
＊授乳、保健指導
＊断乳（卒乳）
＊ご希望の方は、ママの血圧測定
　赤ちゃんの体重測定

受付時間　　　10：00～11：30
　　　　　　　14：00～17：00
乳房管理指導料金
　初　　　診　　　　6,000円
　2回目以降　　　　5,000円
　回数券（3枚綴り） 12,000円
　※初診より使用できます。購入日より1年間有効

TADA助産院

休診　火　土　　日　祝祭

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

●応募方法 のけ付え備に舗店、上の入記にキガハ募応、し入購を品商ドンラブ市川野吉 ：
応募箱かポストに投函して下さい。

●応募期間：平成23年８月１日㈪～平成24年１月４日㈬　当日消印有効

●応募ハガキ配付場所
園ンポコデ生円・合組同協業工商紙和漉手波阿・園茶波阿・園農野天・郷美房工りぐあ 　  

おいし工房・尾崎暢武・学観光ぶどう組合・きくや菓子舗㈲・木地工房 むねもと
　くゆな農園・佐藤るみ子・田島テクニカ・西農園・東野リキュール製造所・美郷温泉
　ほのぼの工房・美郷梅工房・美郷商工会女性部・美郷物産館・森永節雄・山下ぶどう農園 
　㈲阿波菓匠 青山・㈲河野真空プレス・㈲吉田商店・和菓子処 西川・サンクス麻植塚店

●お問い合せ
係アェフドンラブ市川野吉　内課光観工商　所役市川野吉 　

　〒776-8611　徳島県吉野川市鴨島町鴨島115-1　TEL.0883-22-2226
　ホームページ：http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
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